



















だろう。 「少数」とは、英語の「マイノリティ」に該当する相対的な概念だ。相対的だという は、他の言語との比較においてのみ「少数」か否かが決定されるからである。その判断の一根拠が当該言語の話者数であり、 ま一つの根拠が公用語的地位にあるかないかである。バスク語の話者数は、 「バスク 方」の住民三〇〇万人の三割強にすぎない。バスク語が ペイン語とともに公用語の地位を得
いる「バスク地方」内部の二つの自治州にあっても、その話者は少数派である。　
バスク語は、周囲のインド＝ヨーロッパ系諸語と言語構





のバスク語に多大な関心を示した。彼らの大半は、インド＝ヨーロッパ系の言語しか知らなかったため、言語構造がまったく異なるお膝元のバスク語は、しばしば理解を超える存在であった。ここから、 「世界でもっとも難解な 」であるとか、 「悪魔が習得しようとしても習得できずに自死した
（くらい難しい言語）
」といったような「神話」が創ら
れ、それがヨーロッパ 学問を輸入していた世界各地 無邪気に受容されたのである［関連文献②］ 。　
バスク語の復権を推進するバスク自治州政府は、二一世
紀に入るやバスク語の対外普及に着手した。言語の対外普及は、国家の公用語を普及の対象とするの 常である。バスク語のような国家の公用語でない「少数言語」を公的機関が対外普及の対象とするのは、世界 も稀だ。国家公用語の対外普 植民地主義や宣教活動と結びついた過去を一部に有す。また昨今では、英語やスペイン語のように、経済的利潤の追求を高唱する事例もある。だがバスク語の場合、対外普及 動機は、 「ソト」からバスク語に対する積極的な評価を獲得して、 「ウチ」 人びと バ ク語に対する肯定的な姿勢をいっそう喚起 ところにあるようだ。事実、バスク語の対外普及の主 る施策 世界の高等教育機関における寄付講座の開講にある。 「ソト」 おけるバスク語やバスク文化 専門家養成に 新たな比較
視座を築くことも期待されている。それは、バスク語に関する荒唐無稽な「神話」の解体に繋がるであろうし、断片的なバスク「神話」を体系的に再構築する鍵が、ひょっとすると見出されるかもしれない［関連文献③］ 。
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